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並びに本態に就いて

（実　験　編）
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Clinical and Pathological Studies on the Endemical Circumscribed Edema of the Skin.

(Experimental Studies). Nobushige NOTOMI. Dermato-urological Department of Nagasaki Univ-
ersity School of Medicine (Director : Prof. S. KITAMURA), and Clinical Department, Research

I nstitute of Endemics, Nagasaki University (Director : Prof. D. KATAMINE).

ま　見　が　き

著者1）ほさきに，佐賀県下の住民に就いて，雷魚を

社食することによって既発する所謂皮膚歌口虫症の臨

床的観察を行い，その臨床傾，血液像及び太症に各種

薬剤を使用して治療した成績の特異性から，未症の特

有な臨床的表現である出払　移動する遊定性限局性皮

膚腫脹には2つの異なる型がみられることを指摘し

た・

すなわち，その第Ⅰ型は明らかに有麻顎虫仔虫が皮

下，皮膚層内を葡行することによって起ったと思われ

る炎症性皮膚腫脹であり，数に於いて多数であるが，

他方第丑型として，非炎症性の不安定な皮膚腫脹，

すなわち」叫あたかも毒麻疹の出没する如き山所謂

Q－incke2）3）浮月割こ酷似した浮腫状の皮膚腫脹も観

察され，この第Ⅱ型ほ程々の点から一種の7レルギ「

現象を思わすものであり，有耕顎口虫仔虫の皮膚，皮

下組織内冊行に対する組織反応としての限局性皮膚腫

脹とは梢々趣を異にするものがあることを述べた。

ここにほ，その実験篇として，雷魚軌　鯨肉，鮒

肉，鮨肉及び顎口蛹仔虫より作製したそれぞれの抗原

による人体皮内反応成績とそれら抗原による動物実験

成績を述べ，臨床篇とあわせ，雷魚その他有疎顎口虫

宿主の生食後に起る限局性皮第睡眠の本態をうかがっ

た．

長崎大学風土病研究所業績　第342号

〔Ⅰ〕筒魚肉〔無寄生〕，鯨肉，鮒肉，鯖肉

及び有棟顎口虫仔虫抗原による人体皮内

反応

1z　実験方法

各種魚肉及び顎口虫仔虫（雷魚肉内に寄生した有疎

顎口虫仔虫〕の抗原製作法ほ，これを乳鉢で麿砕し，

純コニ～－テルで数回洗い，乳鉢内に薄くひろ坑　60℃C

以下の乾燥器で全く水分を講究させ，しかる後粗い節

にかけて繊維をとり除き，更に磨砕して粉末状とし，

この粉末とC℃Ca－Mi】ford液とを混じて抗原とした．

両者混合の割合は，魚肉又は顎口虫仔虫粉末鴇rに対

し95cc〔C℃Ca1．Milford液の第一液1容積＋第二液

1容積＋詰溜水8容積）で，混和後振第　撹拝する・

その後一昼夜室温で放置し，次いで遠沈しナ　最後に避

退器（シャンベランR9〕で濾過，更にこれら抗原を

ブイヨソ培髪乱　ブド「糖培地に加え，無菌的なること

を確めた後pHを7．0～7・2に補正する．

皮内反応実施に当ってほ，魚肉抗原はそのまは，顎

口虫仔虫抗原は10倍に稀釈して用いた．これは仔虫抗

原では原液のははだと健康者に対してもあまりに多く

陽性反応が比10倍液が最も好適であることを知った

からで，江頭4）5）の顎□虫成虫抗原5万倍液及び山口

6）の仔虫抗原10万倍液に近いものと思われ健康者に

は殆んど強い陽性反応はみられなかった・



ユ32 納　富　信　茂

皮内反応の手技及び判定法ほ，夫々の抗原液0．05

CCを被検者の前腕屈面に皮内注射し，対照には抗原

製作に用いたCoca－1√Iilfor〔l液を同量皮内注射し，注

射後15分時の脇疹及びその周囲の紅麹発赤を計り，昆

径ユOmm以上を陽性とし，又24時間後の発赤を計り，

硬結を伴った発赤が遣るものは陽性と決めた。

帖　注射器及び注射針は各種抗原毎に分けて，消毒

に際しても地坪抗原の混入，混和することを厳に避け

た餞

2．実験成績

（A）健康者に対する皮内反応成績

風）雷魚肉抗原の場合

健康者114名中限性反応をみたものなく，長径，短

径の段高7x6mmで予　凝陽性とみなすべきもの数例

がみられただけである¢

この場合の健旗者とほ∴二目魚を識らず，外地（雷魚

その他有棟顎口虫仔虫の宿主となるべき魚類の棲息地

〕に滞在したことなく，勿論雷魚を食った経験のない

ものである。

叫　顎口虫仔虫抗原の場合

53名の被検老中チ　第二且　41，51例の3例のみが即

時反応が陽性であったが，その発赤の大きさも12～13

mm程度で，後述の顎口虫症患者に対する反応の強さ

に比べると非常に小さいものであった申

仁〕鰭内航原の場合

128名の被験者中2例のみ即時反応陽性がみられた，

d）鯖内航原の場合

129名の被検老中8例が即時反応第阻　3例が24時間

後10xlOmmの発赤を示し，硬結を伴った。罪41，56

例の2例ほ即時反応も遅発反応も共に陽性であった寧

e）鮒肉抗原の場合

129名の被検者巾7例が即時反応諫虻，5例が遅発

反応陽性で早　計12例が陽性であり，その中2例は即時

反応，遅発反応共に陽性であったp　（第26及び90症

例）¢

罪1表　健康者に於ける皮膚反応成陪

抗　　原

雷魚肉抗原

顎口虫仔虫〝

鯨肉　〝

鯨肉　〝

鮒内　〝

桓検者数
＿＿＿ユ革労J

＋

114

53

128

129

ユ29

0

3

2

フ

6

0

0

0

5

計

0

3

2

11

6　　12

0％

5，66％

1．56％

8．52％

9．2二∃％

以上の5種抗原によるl健康者に対する皮内戊応成績で

は苗魚肉抗原のみ被検全員に刺し全く性性で，他の4

梓抗原は夫々の陽性率を示している。この草案ほ丁　後

述の雷魚常食者及び顎口虫症患者に対するノ1に魚肉抗原

による皮内反応が相当多く†第附こ現われるのに対比し

て注目すべきことと思う．

5程抗原による健康者の皮内反応の陽性率は雷魚肉

抗原0％114ニ0，鯵肉抗原2％128＝1．5野呂，鯨肉抗原

ユ1％129＝81．52雅，鮒肉抗原12％129＝9．22チ右，顎口虫仔

虫抗原3％53＝5＿6即后である。（節1表〕

（丑〕雷魚常食者に対する皮内反応成績

乱）雷魚肉抗原の場合

被検者246名の中即時反応20刑，遅発反応9例が陽

性を示し，その中節32一　節196症例は即時，遅発融反

応共に陽性であった。

ここに言う雷魚常食者とほ，昭和23年軌　食糧事状

が極めて逼迫した当時好んで苗魚を常食した人々であ

り，しかも顎口虫症を想わす何’等の臨旺症状をもみな

かった人々で，これは小城郡芦苅中学及び第伸二巨学の

高学年生190名と同地方の部落民56名について行った

成績である。食生活の盟かになった現在では勿論同地

方に於いても雷魚常食者を求めることは極めて邪しく

なって来ている．

b〕鯨肉抗原の場合

56名中1例が即時，遅発両反応共に第性であった。

亡〕鮒肉抗原の場合

56名中即時反応6例，遅発反応1例，計7例陽性で，

その中1例ほ即時，遅発両反応共に陽性であった。

第2麦　笛魚常食者に於ける皮膚反応成績

抗　原恒検者数ぎ1謡去問幸
雷魚内抗原1246　　20

鯨肉　〝　156
鮒肉　〝　：　56

1

1

6

11

1

2

計

29

］．

7

11．7即占

11．79％

121．5％

3・小　指

苗魚肉，鯨肉，鮒肉の3柾抗原による昔潤し常食者に

対する皮内反応成績ほ，1丘亀肉抗原乃％246＝＝11．78？％占，

鯵肉抗原1％56＝1．フ9チ右，鮒肉抗原7％56＝ユ2．5？るであ

り，鯨肉及び鮒肉抗原による陽性率は他姓剤こ対する

夫々の陽性率に比べさほど差異は認められないが，訂

魚肉抗原による皮内反応ほ－　健捷着でほ企例陰性

なるに比べ，雷魚常食者に11．7弓？孟の第性が見られる
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ことば注目すべきことであり，雷魚肉が抗原として或

程度の特第牲を示すものと推定される．（第2表〕

（C）顎口虫症患者に対する皮内反応成績

a）雷魚肉抗原の場合

被検者114例中即時反応16例，遅発反応8例，計24例

陽性で，その中2例が即時，遅発両反応共に陽性であ

っ，た．しかもその反応の強さも前述の健康第雷魚常

食者に対するものの比ではなく，長径，短径45x40m

mに達するものも見られる。これは早瀬T〕の揚子江産

の5梓淡水魚肉抗原による遅発反応2例の陽性例及び

描Ⅰ山8）のビルマに於ける淡水魚肉抗原による陰性例及

び北村9〕の雷魚内エキスによる陰性例に比べ数に於い

てほるかに多い被検者に就いての成績である．

b〕顎口虫仔虫抗原の場合

被検者38例の巾陰性であった者1例のみ，他ほ仝例

陽性を示した．この陰性例は雷魚肉抗原による反応の

中遅発反応が強陽性に現われたもので，注目すべきこ

とで，臨床l，I勺にほ，その患者の皮膚腫脹は卒然と現わ

れ，又卒然と消失する非炎症性のものであった．

e）鯨肉抗原の場合

被検者66例中2例のみ諫性を示し，健康者，雷魚肉

常食者に対する成績とほほ同様の成績である．

d〕鮒肉抗原の場合

被検者E6例中即時反応9例，遅発反応3例陽性その

中両反応共に陽性のもの1例であった．

罪3表　顎口虫症患者に於ける皮膚反応成績

抗原桓検者数

顎口虫仔虫
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4種抗信＝こよる顎口虫症患者に対する皮内反応の陽

性率は雷魚肉抗原24％114＝21，05％，顎口虫仔虫抗原

37％38＝9フ．37ヲ右，鯨肉抗原2％66＝3＿03％，鮒肉抗原

12．／66＝1日．1野呂であり，顎口虫仔虫抗原ほ，臨床的に

非炎症性皮膚曜脹を現わし，雷魚肉抗原遅発反応が強

第旺であった1例を除き全例に陽性であったことから

，この時別な例を一応除外すると真性の顎口虫症患者

には殆んど全別院性に現われるものと思われる．又雷

魚肉抗原も患者に対して21％陽性に現われる事実は注

目すべきことである。（第3表）

〔丑〕雷魚肉，鯖肉，鮒肉，顎口虫寄生を認め

た雷魚肉及び顎口虫仔虫抗原液による沈

降反応

1．萱敵方法

200～250許の純系海瞑を夫々のCoca－Milford浸

Ll＿1原液で腹腔内隔日，3回，体重の1％800ccづっ注入

して感作，最終感作目より20日后，前日より1日間絶

食の感作海瞑頚動脈切断により採血，血清分離後非働

性となし，2倍抗原稀釈法により沈降反応を実施し

た．鯖，鮒については雷魚肉及び顎口虫仔虫抗原液と

その感作能力を比較する意味に於いて実施したので単

独反応のみを実施したが，雷魚肉の場合，顎口盟仔虫

寄生及び無寄生の場合，顎口虫仔虫の3種の感作用抗

原と沈降反応用抗原と夫々の組合せによって沈降反応

を実施して比較検討した．

2．実験成績

1〕鯖肉抗酎こよって感作した場合

沈降イ刑ま最高512倍，最低64倍稀釈まで諫性を示

し，感作能力が非常に強いことを示した1．（罪4表）

2）鮒肉抗原によって感作した場合

最高64倍，最低16倍までその沈降価は陽性を示し，

感作能力が比較的弓諫いことを示した．（第5衰〕．

3）顎口虫仔虫抗原によって感作した場合

先ず仔虫抗原液による沈降反応でほ最高2倍最低1

倍まで陽性の沈降価を示し，仔虫寄生雷魚肉抗原によ

る夫れは最高4倍，最低1倍まで陽性‡仔虫の寄生を

認めない雷魚肉抗原による夫れは全例共陰性であり，

感作能力ほ非常に弱く，4倍陽性を示したものは僅か

に仔虫寄生雷魚肉抗原によった1例のみであった

（罪6，7，8表）．

4）顎口虫仔虫の寄生を認めなかった雷魚肉杭諫こ

よって感作した場合

感作抗原と同じ抗原による沈降反応では半数陰性を

示し†陽性成績在示した残りの半数の沈降価ほ全て2

倍であった．顎口虫仔虫抗原では全例陰性，仔虫寄生

の富魚肉では最高4倍，最低1倍の沈降価を示し，こ

れも感作能力の弱いことを知った〔罪9，10†11表）
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即　顎口虫仔虫を除去した雷魚肉抗原によって感作　　低4惜陽性の沈降値を示し，顎口虫仔虫抗原及び仔虫

した場合　　　　　　　　　　　　　　　　　の寄生を認めなかった雷魚内抗原によった場合も夫々

撼作に用いた同じ抗原液によった場合最高8倍，最　　2倍陽性を示した　　　　（第12，13，14表〕申

算4表　感作（館内）－ケ抗原（館内）
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滞9義　盛作（顎口虫非寄生雷魚肉〕→抗原（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉）

No．　　43

N℃．　　44

No．　　45

No＿　　46

1　×　　2　　× 4　　×

」－　　　　　　ト

十　　　　＋　　　　±

8　　× 16　× 32　× 64　× 128　× 256　×

罪10去　感作（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉）→抗原（顎口虫仔虫のみ）

∴＿＿l‾‾‾二＿－＿∴∴三　‥二三＿二≡二l‾二二＿＿‾三二三l千二

≡…‥≡≡ト1二j16二×∃32＿×㌢64■×旨∃．岳256×
罪11表　感作（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉）－ナ抗原（顎口虫仔虫寄生雷魚肉）

一二二＿1‾l∴…二…‾二：…三‾‾：‾二三＿三二‾‾丁‾＿三三＿二子二‾三三‾
∬至：血‾1ご‾「丁（×）‾（8

）トニトニlト

罪12表　感作（顎口虫仔虫寄生雷魚肉〕→抗原（顎口虫仔虫寄生雷魚肉）
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＋

ト

＋

＋

No．　　61

No1．　　62

No1．　　63
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＋

±

128　× 256　×

第13表　感作（顎口虫仔虫害生雷魚内〕→抗原（顎口虫仔虫のみ）

－－モ．＿∴二　ニー＿て＿＿＿＿＿＿‾三‾二二三二三二二ニミ÷一＿＿二二≡二三二二室

N℃・68いい芦±l－トトトトi
罪14表　感作〔顎口虫仔虫害生雷魚肉〕→抗原（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉）

宝琶［二±］±
：こ　1．　　　二ニ　　　　ーー　　　　　ーー　　　　ー　　　　ー　　　　ー　　　　－　　　　－　　　　－
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3〔′j、　　　指

笛魚肉及び顎口虫仔虫抗原液によって感作した場

合，仔虫を含むと含まざるとをとわず共に脂札　鮒内

による場合の夫れに比し非常に感作能力が弱いが，顎

口虫仔虫を除去した寄牡雷魚肉で適作した場合，仔虫

抗原液による沈降反応ほ予想外に弱く，仔虫卸－i二を認

めた雷魚肉抗原によった場合比較的強い反応仰を示す

ことを知った。

〔脛〕鯖肉，納札雷魚肉〔仔虫無寄生及び寄生〕

及び顎口虫仔虫抗原による腸管反応

仁　実験方法

沈降反応の際採血を完了した，1日絶食の感作海瞑

の小腸を廻盲部より　5Cm口仙櫛こ於いて切取り，タ

イロ「ド氏液で腸内芥を放Ⅰ■了ルた後7　運動活発な小

N（）。　　1

N仇　　　2

N仇　　　3

N（1。　　4

腸片を取り，－ch－1tz－Dale装置にか仇型の如く

タイロ←ド氏液10cc中にヒスタミン液0．05T油下して

小股片の安定を待ち，夫々の抗原原液を各感作畳注入

し，腸管反応をキモグラフィオンの煤紙上に描画さ

せ，安定を示したヒスタミンの高さと抗原液江加によ

る高さとの比を絶対値で示し，その高さを比較検討し

た。

21．　実験成績

l〕鯨肉抗原によって感作した場合

算15表に示す通り著明な腸管収縮を認め†平均

1．6654の高値を示した．

2〕鮒肉抗原によって惑作した場合

節15表に示す通り，所謂「青魚」の精肉による場合

と比較すると比較的弱く丁平均0．9654の値を示した中

罪15表　腸管反応成績

感作（精肉〕－ゝ抗原〔鯨肉〕

抗原罪1回投与 抗原節2回投与

1．1564

11．8750

0．41フ6

0．9464

2＿1739

1＿650

11．6667

0．9107

抗原第3回投与

2．0437

1z675

11．50

0．8661

感作（鮒肉〕→抗原（納内〕

＼＼抗原
（＼）’－、－、－、－、－、－－ヽ．＿登j．二一＿

No申　　11

N、0。　12

No。　　13

≡抗原第1回投与i抗原第2回投与

0．3669

1．1176

0，6316

抗原罪4回投与l抗原罪5回投与

抗原第3回投与z抗原第4回投与l抗原第5巨1投与
l　　　　　　　　　　：

－－－、＿　　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　・・　－・　　　　　　　　　　　　　　　－－　■・‾‾■

3〕顎口虫仔虫抗原により感作した場合

感作に使用した仔虫抗原液を注入した場合，鯨肉，

鮒内抗原の場合に比しはるかに弱いが，（第16表），

仔虫害生のみられた雷魚の肉抗原紋を注入した場合の

収縮値と略々同程度で，平均0．0972の値を示し，仔虫

無寄生雷魚内抗原注入の場合は殆んど軸変化であった

射　顎口虫仔虫を除去した雷魚肉抗原によって感作

した場合

仔虫寄生のあった雷魚軌　無宙吐の罷軋軋　仔虫各

抗原耽による腸管反応では†無苦境雷魚肉抗原液によ

る腸管弛緩Pによる描徴なピ「クの低下をみる以外，

他の2抗原液では夫々0＿2857，℃．0625の非常に弱いが

明らかな腸管収縮による反応値を示した　（罪16表）

即　顎口虫仔虫無寮生雷魚肉により感作した場合

仔虫鰻寄生雷魚肉抗原液によって腸管反応をみた場

合†一瞬僅かに収桁し，直ちに弛接して比較的強いピ

「クの低下をみた．仔虫抗原液による場合ほ殆んど変

化を認めず。仔虫害生抗原液の場合には僅かに弱い腸

管反応を示したが，その値ば計第【壬1来ない程弱いもの

であった　〔罪16表〕

llI‾TllTllTl

1．9563

1z70

1．1667

1．650

0。3669

11．1176

0．8947

0．3C61

1．3529

01．8421

0＿3265

1．5294

1．00 0．8421
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感作

（罪16表）愕品割→抗原揮品割

抗原罪1回投与

N（）　16

No．18

01．1111

0．0833

抗原第2回投与

0

酢

（0）悍品割→抗原惜口蓋寄割

忘竺抗原第1回投与『抗原罪2回投与
N1．0．　20 0．1316 0．0526

感　作　〔顎口虫仔虫のみ　　　）Ⅶ肌…州ルー十　抗　原（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉〕・‥＝……・反応なし

感　作、（顎口虫非寄生雷魚肉　〕－→　抗　原（顎口虫仔虫非寄生雷魚肉〕＝＿………下　降

感　作　（顎口虫非寄生雷魚肉　〕山…→　抗　原（顎口虫仔虫のみ　　　）…‥1．‖…1．　反応なし

適作標語若布卜抗原愕韻割

No1．　5了

抗原第1回投与

0．0172

抗原第2同役与

感

（0．0172）作（苦昆寓馳卜抗原曜崖矧

忘且抗原第1回投与l抗原罪2回投与

No．　63 01．2857 0．1428

感　作　（顎口虫非寄生雷魚肉　）－→　抗　原（顎口虫仔虫のみ　　　）…………下　降

適　作　（顎口虫非寄生雷魚肉　）什－－　抗　原（顎口由井寄生雷魚肉　〕1．………‥下　降

31．　小　　　　拝

所謂「あお魚」である鯨肉による感作の場合にほ海

瞑体中の抗体産生ほ非常に強く，腸管反応ほ著明で，

鮒肉の場合でも院内に比較すると多少弱いが充分に感

作原となり得ることを物語っている．

雷魚肉抗原の場合，顎口虫仔虫の寄生の有無にかか

わらず腸管反応は非常に弱くはあるが明らかに認め得

られる．ただ，無寄生雷魚肉抗原の場合，軽微ではあ

るが，むしろ腸管の弛緩を想わすが如き所見のみられ

ることに対する解釈ほ更に検討を要する問題である．

捧　持　並　び　に　考　按

顎口虫症の現わす臨床症状が抒虫の皮内，皮下敏行

に基く単なる機械的刺戟に由来するものか，或ほアレ

ルギr現象によるものか，又は寄生虫の代謝産物中の

高射こ起因するものであるかば明らかでないが，著者

は佐賀県下の皮膚顎口虫症の臨床的観察結果から，束

症に特有な遊走性限局性皮膚腫脹には2つの型があ

り†確実に顎口虫仔虫の県下寄生に基くと思われる共

症性，充実性の皮膚腫脹と並んで，数に於いてほ少い

が，Quincke　の浮腫に酷似した非炎症性，柔軟性の

皮膚腫脹のあることを知り，しかも後者でほ全身及び

局所血液エオジ％フィリ←が前者に比しはるかに低

く，組織像に於いても前者が顕著な組織草オジ％フィ

リ「を示すに反し，後者ではむしろQ－inckeの浮腫

に近い浮腫像をみるに止る事実及び顎口虫に有効と考

えられる「アンチモン剤」，「スパトニン」等の無効

症例がほるかに多く後者にみられたこと，－庶皮膚顎

口虫症（炎症性）に曜患したものが†その経過申乃至

或る時期に魚肉類（青魚，かき等〕を摂取する毎に往

々非炎症性皮膚腫脹の再発をみること及び本症に前駆

乃至合併して多数の毒麻疹を発生することのある事等

は顎口虫症の皮膚表現の中には顎口虫体を中心とする

本来のものの他に，雷魚肉その他に感作された生体に

於けるアレルギr乃至パラレルギ「性現象を想像せし

めるに足る幾多の疑点のあることを指摘した．

蓋し，寄生虫が人体に対しアレルギr症状を起し得

る事実については古くより知られており，就中回虫，

鈎虫匝アレルギ←に関しては多くの研究がある．
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顎口虫のフレルギ←に関しても近時一部の人々が着

目し，例えば山中13）14）（1956）ば　－chwartzman

反応，Arthu－第第Prau－nitzRKii－tner反応，清水15）

（1956）ほ－aTle－　現像　江頭4）5）（1953〕安藤1り

北村9）〔1949）†山口6）〔1955〕らは皮内反応の南

から，菩多17）（1957〕ほ沈降反応の向からこれを証

明しようと試みている。又滝沢（1957）は顎口虫享圧

〔虫体抽出液及び飼養液）ほアセチルコリン性反応と

ヒスタミン性反応を起すことを証明し，－chultzMDale

はにより顎口虫の主成分は7セチルコリン様物田であ

り，これにいくらかのヒスタミン枝物質が加ったもの

であることを確認している¢

ひるがえって著者の成績をみるにチ　訂魚肉，鯵軋

鮒軌　鯨肉及び有願顎口虫仔虫抗原を用いて，健康者，

雷魚常食者及び皮膚韻口虫症患者の3郡について行つ

た皮内反応成績でほ，まず第1に雷魚肉抗原は健康者

には全く陰性であるに対し雷魚常食者及び皮膚顎口虫

症患者でほ夫々11＿7Bチ占及び2‘1．05チ左に陽性であり殊に

後者程より強い皮内反応を示すことである。このこと

ば鮪，鯵チ　鮒肉等の抗原が以上3群のいずれを問は

ず予　殆んど同じ様な陽性率を示すのと極めて対照的で

あり，生体が生食その他の方はで摂取した雷魚肉は常

食者及び韻口虫症患者に対して何らかの諾響を与えて

いることを臆測せしめるに足るものがある中

次に顎口虫仔虫抗原は顎口虫症患者に特異的な陽性

反応、〔3フ％3B〕を示すもので，この成績は江頭5），山口6），

及びPromma－　＆　Daeng－VanglO）11）12）の成

績とほぼ一致するものであり戸　江頭4）5）も指摘せる

如く，顎口虫症の診断上有意義な反応と言うべきもの

と思う。ただチ1例顎口虫仔虫抗原でほ陰性で，雷魚

内抗原の遅発反応が強陽性であった小口原某ほ，臨抹

的にみて，かつては顎口虫の皮下，皮内の親行によつ

て惹起されたと思われる炎症性チ　充実性皮膚腫脹が左

側腹部，左胸部，左肩等に√－11投移動したのであるが，

皮内反応を行った当時（発病より約2年経過）ほ顔面

のみに時に卒然と非炎症性の限局性浮腫を来す患者で

あり，この浮腫は顎口虫仔虫々休を中心とする組織及

応として起ったものと考えるよりはるかにQ11incke

の浮腫に近くナ　むしろアレルギ「性の浮腫を臆測せし

めるもので，雷魚肉抗原の皮内反応が諫性であった事

実は少くとも木患者に対しては雷魚肉が抗原として或

る種の作用を及ぼしたものと考えたく，雷魚肉抗原に

よる皮内反応が約21％に顎口虫症患者に陽性であった

ことは頭にこの間の機徽を物語るものであろう中

苗魚肉（舞寄生†器〔t二〕，鯨軌鮒肉及び顎口虫仔

虫抗原による沈降反応成結でほ雷魚周及び付出抗原波

で感作した場合，顎□虫イ子虫を含むと否とにかかわ

らず，鯨肉，鮒肉による場合に比べ感作能力ほ非常に

弱いが，寄生雷魚内で感作したものに封し仔虫抗原液

による沈降反応が予想外に弱いのに反し，告牡㍍頂藩

抗原では比較的強い反射直を示した．

更にこれらによる腸管反応成績でも同様に鯨肉，鮒

肉に比べると非常に弱くほあるが雷魚肉抗原による腸

管反応は明らかに認め得られた。ただ前述の如く無器

吐雷魚肉抗原の場合，軽微でほあるが腸管の弛緩を想

わす所見のあったことに対する解釈は現に検討を要す

る。

これを要するに皮内反血　沈降反応，腸管反応全休

を通じて，程度の差ほあるが手　先分にノー‾打魚肉の抗原帖

をうかがわせるに足るものがあり†臨床的に果して川

魚肉を7レルヂン乃至パラルデンとする限H性浮雁が

存在し得るか否かばしばらくおいて，顎口虫症患者ほ

多少とも雷魚肉それのみの影響を受けているものと言

うことは想像出来る申

む　　す　　び

皮膚顎口虫症にみる限局性皮膚腫脹，就中非炎症性

腫脹の本態を究明する目的で†貼軌　鯨肉，鮒札†ド

魚肉及び顎口虫仔虫抗原を用いて人体に対する皮内反

応及び動物について沈降反応，腸管反応を行った成枯

は次の様である＿

1）健康者†雷魚常食者及び顎口虫症患者切3群に

対する皮内反応でほ鰐，鮒，鯵肉抗原の陽性成績は3

群間に大差ないのに反し，訂魚肉抗原は健康者には全

て陰性，常食者に11％，患者に21％の陽性度をみ－　仔

虫抗原は真性の顎口虫症患者には10耶引こ陽性であっ

た1．

2）各種抗原による感作粘諫こ対する沈降反応では

詰魚肉抗原の感作能力ほ、魚試　鮒肉に比べると弱い

が，寄生雷魚肉で感作した場合仔虫抗原によるよりも

寄吐雷魚内抗原白身により強い反応がみられた．

3〕－chultz－Daleによる腸管反応成貼でも雷魚個

抗原では弱くはあるが明らかな反応が認められた。

要之，て∃‡魚肉を7レルヂン乃至パラノ1ヂンとする皮

膚腫脹の存在の有無ほしばらくおいて，ノ．に爪肉自体も

顎口虫症に何らかの関係を有することは推論される。

（摘聾するに当り本研究を命し、，和指軌　御杖闇を

賜たっ恩師北村教授，片峰教授及び種々御協力を賜っ

た皮膚科教室員諸氏に拝謝す封
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Summary

This study was carried out for the purpose of elucidating the mechanism of occurrence of

a circumscribed non-inflammatary type of skin edema coexisting with gnathostomiasis cutis.

Three kind of antigenic extracts for the skin test, precipitation and Schulz-Dale reaction in

man and guinea pigs were employed: Antigen A referred to one prepared from fish-meat of

crucian, mackerel and horse-mackerel, antigen B to one from Ophicephalus argus and antigen C to
one from larvae of Gnathostoma spinigerum.

1. There was no appreciable difference in the evidence of a positive reaction to antigen
A among control normal individuals, habitual Ophicephalus eaters and patients suffering from
g nathostomiasis cutis.

Although all normal controls showed a negative reaction to antigen B, a positive reaction

to the same antigen was obtained at 11 per cent of the habitual eaters and at 21 per cent

of the patients. The reaction to antigen C was all positive in the patients.

2. Antigen B was found to be less potent than antigen A in sensitizing activity examined

by the precipitin reaction. Animals sensitized with fish-meat of Ophicephalus argus infected with

Gnathostoma spinigerum showed a more intense reaction to antigen B than to antigen C.
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3. The response of the intestine to antigen B was generally less remarkable but was

consistently observed in guinea pigs sensitized with it.

These findings suggest that fish-meat of Ophicephalus argus per se plays a significant role

in appearance of gnathostomiasis cutis.
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